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研究成果の概要（和文）：中世イスラーム世界においては、経済的政治的中心地に様々な人々が流入していたこ
とが既に指摘されている。エジプトやシリアといった往時の中心より遠く離れたイエメンの状況を探る本研究で
は、関連するアラビア語史料を収集・読解し、他地域との共通性あるいは特殊性を見出すことを試みた。
その結果、中世イエメンが対岸の東アフリカより多くの人々を受け入れ、社会における重要な要素として活用し
ていたことを明らかにした。支配者層は東アフリカ由来の家内奴隷や宦官を積極的に活用し、彼らの中には支配
体制の高位に登り詰める者も見られた。商人や知識人が行き来していたことも、見逃してはならない。一方で他
地域出身者は限られていた。

研究成果の概要（英文）：In the medieval Islamic World, various people flew into the economic and 
political centers. I gathered and read related Arabic documents to find commonality or specialty of 
Yemen that s situated far away from the centers such as Egypt and Syria.
As a result, it is revealed that medieval Yemen accepted people from the Eastern Africa and utilized
 them as important elements in the society. The rulers used domestic slaves and eunuchs from East 
Africa positively, and some of them climbed to a high position. Merchants and intellectuals came to 
Yemen too. On the other hand, people from other regions were rare.

研究分野： 中世イスラーム世界史

キーワード： イエメン　ラスール朝
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

 
１．研究開始当初の背景 
 
 中世イスラーム世界においては、その政治
的経済的な中心にイスラーム世界の内外よ
り様々な人々が流入していたことが既に指
摘されている。彼らは当地の支配体制の中に
取り込まれることもあれば、支配者として君
臨することもあった。支配者の母親がイスラ
ーム世界の外部からやって来た女性奴隷で
あるという話は極めてありふれたものであ
り、中世イスラーム世界の特徴の一端をなし
ている。エジプトに成立したマムルーク朝の
支配者層は、その最たる例である。主として
テュルク系の遊牧民を出自とするマムルー
クたちは、奴隷としてイスラーム世界にもた
らされて後、様々な訓練を受けて軍人として
採用された。13 世紀から 16 世紀のエジプト
とシリアでは、そうしたマムルーク出身者が
支配者として君臨したのである。視点を社会
に転ずれば、一般の人々もそうした奴隷を所
有し得たし、奴隷から解放されて新たな道を
歩み出す人々もいた。彼らは中世イスラーム
世界を構成する、重要な要素のひとつであっ
た。 
知識人や商人、亡命者などが盛んに行き来

していたことも、忘れてはならない。知識人
については、もっぱらイスラーム世界内部の
移動が多かったと見られるものの、往時の情
報の移動や学問の発展に大きく寄与するも
のであった。インド洋をわたる商人たちもま
た、人や物、情報の移動において必要不可欠
な存在となっていた。大航海時代の遥か以前
より、インド・東南アジア産の胡椒が彼らに
よってイスラーム世界へ運び込まれ、人々の
生活に潤いを与えていた。紅海―インド洋交
易においては、カーリミー商人がその代表的
な例であろう。海をわたる商人によってもた
される新規な情報は、たとえば中世イスラー
ム世界を代表する説話集アラビアン・ナイト
の成立に影響を及ぼした。 
しかし、エジプトやシリアといった往時の

中心地より遠く離れたイエメンにおいてど
のような状況にあったのかという点につい
ては、これまで十分に検討されてこなかった。
軍事奴隷であるマムルークのイエメン流入
については既に専論があるが、それも事例紹
介に終わるものであり、他の家内奴隷や奴隷
身分にない自由人によるイエメン到来とそ
の影響に関しては、未だ詳らかとなっていな
い。イエメンは紅海とインド洋を繋ぐ地に位
置し、対岸には東アフリカを臨むなど、他地
域とは大きく異なる特徴を有する。イエメン
の状況を明らかにし中世イスラーム世界の
中心地における状況との比較を通して既存
の研究成果を相対化することで、往時の歴史
を人々の流入との関連において総合的にと
らえることがより一層可能となるだろう。合
わせて、人間の移動がより盛んになった現代
社会を考える上でも、本研究はひとつの材料

を提示するものと考える。 
 
 

２．研究の目的 
 
中世イエメンへ流入した人々にはどのよ

うな特徴が見られ、他地域と比した場合にど
のような共通性あるいは特殊性が認められ
るのかといった点を検討することを目的と
する。史料上においては、支配者層と関係が
強かった人々が特に記録されやすい傾向に
あるため、まずはそうした人々に焦点をあて
る。特に、未だ十分に検討されていない、ラ
スール家に仕えた家内奴隷を取り上げる。他、
東アフリカより到来する知識人や商人につ
いても分析を加え、中世イエメン社会の多様
性あるいは流動性を探る。 
なおここでの「中世イエメン」とは、ラス

ール朝（1229-1454）が同地を治めた時期、す
なわち西暦 13 世紀から 15 世紀の頃のイエメ
ンを指す。ラスール朝期には相対的に非常に
多くの史料が著されており、人々の流入に着
目した研究が可能である。もっとも「3. 研究
の方法」で述べるように、本研究で用いるア
ラビア語文献にはラスール朝期前後に成立
したものも含まれており、ラスール朝期に限
らない時期の状況についても合わせて検討
していく。 
 
 
３．研究の方法 
 
 関連する先行研究やアラビア語文献を収
集・読解する。既に 2010 年にはフランス人
研究者 Vallet が、東アフリカにおける交易状
況に関する著作を著しており（引用文献①）、
本研究を進める上で重要な示唆を与えてく
れる。近年になってイエメンの首都サナアの
旧市街の住居で発見されたラスール朝行政
文書集『知識の光』の記述を、特に詳しく検
討する。また他にも、ラスール朝史料（年代
記、人名録、農事暦、地理書、旅行記、行政
文書州）を網羅的に参照し、流入した人々に
関する記述を集め、考察を加える。これらの
史料の成立時期は西暦 10 世紀から 18 世紀に
まで及んでおり、ラスール朝史料を中心に据
えつつも、前近代のイエメンの様子をある程
度長期的に描きだすことが可能となってい
る。 
 ここでは特に、以下のテクニカルタームに
着目する。いずれも、中世イスラーム世界に
おいて一般に奴隷を意味すると考えられる
語であり、『知識の光』ではラスール朝宮廷
を構成する一員として頻出する。イエメンに
おける彼らの具体的な出自などの性格を検
討した研究は、未だ見られない。：アブド
（ʻabd）、ジャーリヤ（jāriya）、ハーディム
（khādim）、タワーシー（ṭawāshī）、グラーム
（ghulām）、マムルーク（mamlūk）。 
 また「４．研究成果」で詳述するように、



中世イエメン社会を考える上では東アフリ
カからやって来た人々の検討が重要となる。
そのために、ラスール朝史料において東アフ
リカがどのように記述されているのかとい
った点を合わせて詳しく見て行くことで、さ
らなる分析が可能となる。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）流入する奴隷たち 
 
 ラスール朝行政文書集『知識の光』におい
ては、ラスール朝に仕えた人々に関する記述
が豊富に見られる。それらの仔細について他
史料の記述をもとに検討したところ、様々な
奴隷が含まれていることが明らかとなった。
具体的には、アブド（男性奴隷）やジャーリ
ヤ（女性奴隷）、ハーディム（去勢者）など
と呼ばれる人々が、ラスール朝スルタンの宮
廷組織で働き、祭事には砂糖菓子の分配を受
けていたのである。彼らはいずれも中世イス
ラーム世界の諸史料において頻出するが、ラ
スール朝史料においてどのような人々を意
味していたのかという点については、実際に
史料に即して考えるほかない。 
 彼らの出自に着目して史料の記述を追っ
ていくと、関連する記述がほとんど見られな
い一方で、アデン港課税品目録やエチオピア
における商業の記録において、アブドやジャ
ーリヤ、ハーディムが売買されていた旨が記
されている。また年代記や人名録においても、
アブドやハーディムなどと呼ばれる人々が
東アフリカ、特にエチオピアやザイラゥから
到来していたことを述べる記事が見られる。
以上より、数的な検討は不可能なものの、ラ
スール朝に使えたアブドやハーディムは、も
っぱら東アフリカからもたらされていたの
ではないかと推測されるのである。一方でジ
ャーリヤについては、東アフリカ出身者の他
に、北方からもたらされる者もあった。実際、
ラスール朝のあるスルタンの母親はギリシ
ャ系のジャーリヤであったと記録されてい
る。 
彼らはもっぱら家内奴隷として用いられ

ており、軍事奴隷として活躍したことを明確
に示す記事はない。ラスール朝下における軍
事奴隷としてはマムルークの存在をあげる
ことができるが、マムルークが東アフリカか
らもたらされた旨が記録されていない一方
で、エジプトから運び込まれていたことを示
す記事が見られる。ここには、東アフリカ出
身の奴隷を家内奴隷として使用し、北方出身
の奴隷を軍事奴隷として用いるという図式
を見出すことができる。 
去勢者であるハーディムは、ラスール朝支

配者層の家内に宦官として仕え、女性の世話
に従事したと考えられる。中には様々な教養
を身につけ、実績を積み上げることで、タワ
ーシー（宦官長）と呼ばれるようになった者

もいた。彼らは支配者層の女性を庇護するば
かりではなく、騎兵隊を率いて軍事活動に従
事したり、外部勢力の使者として派遣された
りと、ラスール朝支配体制を支える重要な役
割を担うこととなった。経済的に裕福になっ
たタワーシーの中には、学院やモスクを建設
したりワクフを寄進したりするなど、イエメ
ン社会に影響を及ぼす者も見られた。先行研
究ではタワーシーの軍事的側面に着目する
傾向にあったが、着目されるべき性質は東ア
フリカ出身の去勢者であったという点であ
り、だからこそラスール朝の女性を庇護する
という重要な役割を担い、政治的に成功する
ことが可能だったのだろう。 
東アフリカ出身の奴隷は支配者層だけで

はなく一般の人々にも所有され、なかには高
徳の人として人名録に特記されたり、あるい
はアカネを耕作して収入を得ようとしてい
た旨が史料に記されたりする人々もいた。イ
エメン山岳地域に居住する部族全体の所有
物として記録される奴隷も観察される。 
こうした奴隷たちのうちには、前代よりイ

エメンに居住し続けるアフリカ出身者たち
とともにひとつの人間集団を形成する者も
あった。イエメン海岸地帯であるティハーマ
には「ティハーマのアブド」と呼ばれるアフ
リカ系の人間集団が見られ、支配者層から免
税特権を得たり、彼らの支配力が弱まったと
きには軍事的反乱を起こしたりと、イエメン
の政治史で特記される活動を行っていた。現
代イエメン社会には「ハーディム」と呼ばれ
るアフリカ系の被差別層が存在し、イエメン
社会において政治的経済的な意味での「底
辺」を構成しているが、筆者はその起源のひ
とつはラスール朝下に成立した「ティハーマ
のアブド」にあると推測している。先行研究
においては、彼らの起源を前イスラーム期の
アクスム王国やイスラーム初期のエチオピ
ア系の王朝に求めるものがあるが、その起源
は単一ではなく、こうした「ティハーマのア
ブド」などを取り込みつつ、徐々に現在のハ
ーディムを形成して行ったのではないだろ
うか。今後、「ティハーマのアブド」を詳細
に検討していくことで、現代イエメン社会の
成り立ちについても、新たな視座より分析を
加えることが可能となるだろう。 
 他地域と比した際、イエメンならではの特
徴を見出すことができる。東アフリカ出身の
奴隷は、エジプトやシリアなどの他地域にお
いてもしばしば観察される。これらの地域で
はスラヴ人など北方由来の奴隷もまた活躍
していたが、イエメンではそうした人々の流
入を確認することはできない。その理由とし
ては、イエメンがスラヴ圏より地理的に離れ
ていること、東アフリカから供給される奴隷
のみで十分であったことが想定される。他、
同時代の他地域ではもっぱら奴隷を意味す
ると言われるグラームという語が、中世イエ
メンでは自由人を指す傾向にあるなど、史料
における用語の使い方についてもイエメン



の特殊性を見ることができる。もっともグラ
ームの語が主として奴隷を意味するという
論調は、管見の限りでは、日本において特に
顕著に見られるものである。アラブ圏の研究
者も、フランス語圏や英語圏の研究者も、グ
ラームが奴隷身分であると殊更に主張する
ことなく、グラームの多義性を語る傾向にあ
る。確かにアッバース朝やサファヴィー朝に
おけるグラーム集団が奴隷身分によって主
として成立しており、このことは日本人研究
者によって特に強調される点であるが、同時
に史料における多くのグラームが自由人を
も内包していることをも念頭に置いておか
なければならない。 
 一方で、外部より流入する人々が支配者層
に取り込まれたり、社会の中に溶け込んでい
ったりと、他のイスラーム世界と同様の状況
が起こっていたことにも目を配らなければ
ならない。その理由を奴隷の積極的な利用と
解放を認める「イスラーム」の体系に求める
ことは当然できようが、こうした奴隷の活用
が前イスラーム期より行われていることを
踏まえれば、むしろ相対的に経済発展に乏し
かったアフリカ大陸という人的資源の宝庫
に隣接するいわゆる中東地域の立地条件こ
そに、こうした歴史的事実の主因を見出す方
が自然であろう。 
 なお本研究成果については、拙著『宮廷食
材・ネットワーク・王権－イエメン・ラスー
ル朝と 13 世紀の世界－』の第六章としてま
とめられている。 
 
（２）イエメンと東アフリカ 
 
 適度な接触を可能とする海を媒介として
つながり続けているイエメンと東アフリカ
の間では、過干渉は起こらず、結果として人
や物、情報が限られた物量の中で相互に往来
するにとどまったと考えられる。もっともそ
れらの流れは必ずしも平等ではなく、東アフ
リカからイエメンへもたされる人や物の方
が、相対的に多かったと推測される（引用文
献①）。 
 そうした状況故、ラスール朝史料における
東アフリカの記述は非常に限られている。そ
れでもなお断片的な記事を探っていくと、前
項で検討したような奴隷に加えて、様々な知
識人や商人、亡命者が流入していたことが、
史料に記録されている。中にはイエメンの知
識人層と婚姻を重ね、東アフリカ出身者とし
てのアイデンティティーをその名前の中に
残しつつも、新たな家系を成立させる者も見
られた。他にも象牙やベルベル羊などの東ア
フリカの特産物がイエメンへもたらされて
いたが、その対価としてはおそらくは金貨や
エジプト製の布などが東アフリカへわたっ
ていたばかりである。また、東アフリカで生
じた自然災害や火山の噴火に関する情報も
ラスール朝史料に特記されている他、イエメ
ンで起きた産物の価格暴騰が対岸の東アフ

リカにも影響を与えたことを示す記事も見
られる。 
 東アフリカからイエメンへ流入した人々
は、こうした人や物、情報の流れの中の一欠
片と言えるだろう。イエメンの支配者層であ
るラスール朝は、その強力な王権故に、近隣
地域より人的資源を吸い上げることとなっ
た。その状況は前イスラーム期以降、近年に
至るまで、大きくは変動しなかったと読んで
いる。東アフリカ出身者は、出身地にいた頃
には願うべくもなかった経済的恩恵を、経済
的に発展していたイエメンで享受すること
となった。 
 なお本研究成果については、拙稿「ラスー
ル朝史料における東アフリカ」としてまとめ
られている。 
 
（３）総括 
 
 このように中世イエメン社会には、特に東
アフリカより流入する各種の奴隷や知識人
が影響を及ぼしていた。北方よりやって来る
奴隷の姿も確認されるが、その数は相対的に
見て少なかったと推測される。 
東アフリカ以外の非イスラーム世界から

到来したと考えられる人々は、史料上にほと
んど記されていない。ラスール朝行政文書集
には、モゴルターイという名前を持った、モ
ンゴル由来と考えられる軍人が登場する。ま
た、インド出身の奴隷の話も出てくる。しか
しこれらは、きわめて希な例である。 
本研究では非イスラーム世界よりやって

来る人々に特に焦点をあてたが、エジプトや
メッカよりイエメンへ到来する知識人や商
人、王朝の使節などが見られた。彼らについ
ては、既に日本人研究者である家島彦一によ
って検討がなされている（引用文献②）。本
研究成果と合わせて考えれば、紅海とインド
洋を結ぶ中継点に位置したイエメンは、イス
ラーム世界を流動する人々と、非イスラーム
世界より越境する人々が交錯する、多様性に
富んだ地であったと言うことができる。 
ラスール朝期以降もイエメンへは様々な

人々がやって来ていたと考えられ、たとえば
ザイド派イマーム政権と東アフリカとの外
交関係を取り扱った研究も登場している（栗
引用文献③）。しかしその影響力や出自など
を通時的に取り扱った専論は見られない。そ
の理由としては、オスマン朝の侵攻期に入る
と重要史料がオスマン・トルコ語で著される
ことになったため、アラビア語とオスマン・
トルコ語の双方を操ることが研究者に求め
られることが挙げられる。こうした言語的な
垣根を超えた研究に、今後は積極的に取り組
んでいかなければならないだろう。 
なお近年においては、東アフリカのソマリ

アからイエメンへ流入する難民が政治問題
となっていたが、2011 年のいわゆる「アラブ
の春」に端を発するイエメン内戦以降には、
東アフリカへ流入するイエメン難民が急増



した。ここには古来変わることのない、イエ
メンと東アフリカを緩やかに結ぶアラビア
海の役割を見て取ることができるだろう。東
アフリカに至ったイエメン人たちは、当地の
社会においてどのように影響力を持ってい
くのか。こうした現代の事象を歴史的な流れ
の中でとらえる上で、本研究はひとつの材料
となると、執筆者は考えている。 
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